
平成２７年度

学校における

原子力防災マニュアル

鹿児島県立市来農芸高等学校
〒899-2101

電話 0996-36-2341

FAX 0996-36-5035



１．いちき串木野市は九州電力株式会社川内原子力発電所から 30km 圏内に位置しており、緊急時防護措
置を準備する区域（UPZ）に市全域が含まれます。

避難等の判断基準と対応手順

【ＵＰＺにおける対応】
川内原発の緊急事態における避難等の指示は、国が示す判断基準に基づき、国、県及び原子力事
業者が行う緊急時環境放射線モニタリング結果及び SPEEDI（緊急時迅速放射能影響予測ネットワー
クシステム）の拡散予測等により、国が判断し、県、市が避難等の指示を出す。

ＵＰＺの初期対応段階における防護措置（原子力災害対策指針より）

区 分 事 象 防 護 措 置

警戒事態

公衆への放射線による影響やそのおそれが緊急のものではない

が、原発における異常事象の発生又はそのおそれがある事態

【EAL1】

・原子炉停止信号が発信された状態が一定期間継続され、その原

因を特定できない場合。

・本県で震度６弱以上の地震が発生した場合（離島除く）

又は大津波警報が発令された場合など

情報収集

施設敷地

緊急事態

原発において公衆に放射線による影響をもたらす可能性のある

事象が生じた事態

【EAL2】

・原子炉冷却材の漏えい、蒸気発生器への全ての給水機能の喪失、

全ての交流母線からの電気の供給が停止した状態が 30 分以上

継続した場合など

屋内退避の準備

全 面

緊急事態

原発において公衆に放射線による影響をもたらす可能性が高い

事象が生じた事態

【EAL3】

・制御棒挿入による原子炉停止機能喪失、全ての非常用炉心冷却

装置による原子炉への注水機能喪失、原子炉格納容器内の圧力・

温度が最高値到達した場合など

屋内退避の実施

安定ヨウ素剤服用準備（配付等）

避難・一時移転・体表面除染の準備

※「ＥＡＬ（Emergency Action Level）」は、原子力事業者が行う原発のプラント状況等に基づく緊急事態の判断基準

空間放射線量率等による防護措置の基準（原子力災害対策指針より）

区 分 初 期 測 定 値 防 護 措 置

ＯＩＬ１ 500μ㏜/h
数時間内を目途に区域を特定し、避難を実施（避難が困難な者の一時

屋内退避を含む）

ＯＩＬ２ 20μ㏜/h
１日内を目途に区域を特定し、地域生産物の摂取を制限するととも

に、1 週間程度内に一時移転を実施

※「ＯＩＬ（Operational Intervention Level）」は、全面緊急事態に至った後、放射性物質が環境中に放出された後の防護措置の判

断基準

〔対応手順〕
①原子力事業者から、国、県、市等へ異常事態の発生報告
②国、県等による緊急時環境放射線モニタリング及び国による拡散予測の実施
③国から県・市に対して避難等の指示
④市災害対策本部は、市民等の避難等を迅速、的確に実施







イ 学校原子力防災委員会の設置

校長（園長）は，原子力災害に備え，児童生徒等及び教職員の安全を確保するため，校長（園長），

教頭，事務長等を構成メンバーとする学校原子力防災委員会を設置し，学校における原子力防災計画

の作成など原子力防災体制の整備に努める。

なお，校長（園長）を本部長とした学校原子力災害対策本部組織を整備し，原子力災害時の学校内

における連絡体制や避難・屋内退避時における教職員の役割分担を平素から明確にしておく。



ウ 学校等における避難計画の作成

校長（園長）は，県，関係市町村と連携し，原子力災害時における児童等の安全を確保するため，

あらかじめ避難場所，避難経路，誘導責任者，誘導方法等についての避難計画を作成する。

また，災害発生時における児童等の保護者への引渡しに関するルールをあらかじめ定めておく。

エ 学校原子力災害対策本部組織の役割

担 当 災害に備えての役割 災害時における役割 係

本 部 長

・ 全教職員に対して，災害時の

対応についての個々の役割分担を

明確にする。

・ 保護者に対し，原子力災害時に

おける学校の対応策や避難場所に

ついて周知徹底を図る。

・ 学校原子力災害対策本部を設置し，市町村等か

らの指示に従い，全教職員にあらかじめ定められた

災害活動に直ちに従事するよう指示する。

・県教育委員会へ随時状況を報告する。

校 長

副本部長

・ 全教職員に対して，災害に備

えての原子力防災について共通理

解を図るとともに，周知徹底を図

る。

・ 本部長を補佐し，教職員の災害活動が迅速かつ

適切に行えるよう各担当との連絡調整を行う。

・ 各担当からの情報を的確に把握し，本部長に報

告する。

・ 諸関係機関及び報道機関に対する対応の窓口と

なる。

教 頭

情報連絡

担 当

・ 情報を迅速かつ的確に伝達で

きる連絡網を作成する。

・ 生徒の避難状況等についての保護者からの問い

合わせに対応する。

・ 避難場所（屋内退避所を含む）の見回り等を行

い，避難状況や屋内退避状況を把握し，状況を的確

に副本部長へ報告する。

・ 避難している生徒等に必要な情報を提供する。

・ その他の情報についても情報を副本部長に報告

する。

教務主任

副担任

避難誘導

担 当

＜避難の場合＞

・ 市町村が手配する車両に生徒

が安全に乗車できるための場所の

設定と乗車場所までの経路を作成

し，その周知徹底を図る。

・ 保護者等が迎えに来た際は，

生徒を安全かつ迅速に引き渡せる

場所を決定しておく。

＜屋内退避の場合＞

・ 学校における屋内退避は，担任

の指揮の下，教室に退避させるも

のとし，教室に安全かつ迅速に集

合できるための経路を生徒に周知

する。

＜避難の場合＞

・ 生徒を教室内へ安全かつ速やかに退避させ，す

べての窓やカーテンを閉め，換気扇を止めその後，

生徒に状況の説明をし，指定された避難所へ向かう

ため，手配された車両に順序よく乗車させる。

・ 避難が完了したときは，速やかに副本部長に報

告する。

＜屋内退避の場合＞

・ 生徒に状況を説明し，次に指示が出るまで，教

室内に待機させる。

・ 担任等は生徒の行動に配慮し，パニックを起こ

さないよう適切な指示をする。

・ 退避が完了したときは，速やかに副本部長に報

告する。

担 任

副担任

救護・衛生

担 当

・ 救急用品の確保及び救護体制を

整備する。

・ 避難時や屋内退避時の放射線防

護対策として整理しておく。

＜避難の場合＞

・ サーベイメータ等を用いた放射性物質の汚染検

査及びふき取り等の簡易な除染や健康相談を行う関

係者に協力するとともに，児童等及び教職員に対す

る的確な救護と応急的な措置及び健康観察を行う。

＜屋内退避の場合＞

・ 緊急的な医療行為の必要性が生じた場合は，直ち

に副本部長を通じて関係市町村災害対策本部に連絡

し，その指示を受ける。

保健主任

養護教諭

物資 確保

配給 担当

・ 搬入される物資の保管場所を

あらかじめ確認しておく。

・ 関係市町村の災害対策本部との連携の下，必要

な物資の確保とともに適切な配給を行う。

家庭科教員

避 難 所

支援 担当

・ 原子力災害時における避難所

運営支援について関係市町村担当

職員，自主防災組織等と確認して

おく。

・ 原子力災害が発生した場合に避難所に指定され

ている学校は，関係市町村担当職員や自主防災組織

等が行う避難所運営

の支援を行う。

生徒指導主任

防火防災係

安全指導係





(2) 場面に応じた災害への対応

校長は，原子力災害時の，学校等における児童等のいろいろな場面を想定して対応策を講じておくとともに，

保護者に対しても周知する。

場 面 災 害 対 応 策

授業中・休み時間・放課後等 ○ 在校中に原子力災害が発生したときのために，避難・屋内退避のための体制を整備しておく。

学校外活動中

○ 原子力災害対策を重点的に実施すべき区域での大会参加や校外学習等の活動中に，原子力災害が

発生したときは，大会本部や薩摩川内市災害対策本部の指示に従って，生徒の安全を確保する体制を

整えておく。また，原子力災害対策を重点的に実施すべき区域内に学校があり，大会参加や校外学習

等で他の地域に行っている場合，原子力災害が発生したときは，引率者に連絡を取り，安全な地域に

待機させる体制を整えておく。

休業日・管理下外

○ 休業日に活動等で生徒が登校している際に，原子力災害が発生したときは，学校に来ている教職

員で，関係市町村災害対策本部からの指示に従って生徒の安全を確保できる体制及び保護者に連絡で

きる体制を整えておく。

○ 生徒が自宅にいた時に原子力災害が発生し，校区内に避難指示が出た場合，教職員は可能な限り

生徒の所在を確認する。また，学校が避難所となっている場合，教職員は可能な限り学校へ向かい，

避難所運営の支援を行う体制を講じておく。

(3) 原子力災害に備えた安全管理状況の確認及び防災用品の整備
原子力災害発生時に避難所に指定されている学校においては，避難住民や児童等の安全面に特に配慮が必要
であることから，教職員に対して「原子力災害に備えた安全管理状況の確認」チェック表を活用するなどして
教職員の体制整備を図っておく必要がある。
学校原子力災害対策本部の各担当は，原子力防災訓練や避難訓練等の機会に合わせて定期点検を行う。

【原子力災害時に必要な物品】
担 当 者 主な物品（例） 保 管 場 所

情報連絡担当
トランシーバー，ハンドマイク，携帯ラジオ，生徒の名簿など

職員室，放送室

避難誘導担当
ホイッスル，ハンドマイク，マスク，ビニール袋，
懐中電灯，生徒の名簿など 職員室，放送室

救護衛生担当
救急箱，健康観察カード，毛布など

保健室



緊急時の連絡先一覧

機関名 電話番号 所在地

鹿児島県教育委員会 （県庁）099-286-2111 鹿児島市鴨池新町 10 番 1 号

串木野警察署 0996-33-0110 いちき串木野市東島平町

いちき串木野市役所 0996-33-3111 いちき串木野市昭和通 133 番地１

[学校医]市来内科 0996-36-5000 いちき串木野市大里 3869

池田小学校 0993-26-2003 指宿市池田 3977-1

池田校区公民館 0993-24-4166 指宿市池田 3986

西指宿中学校 0993-25-2001 指宿市新西方 1534-2

今和泉校区公民館 0993-25-4859 指宿市岩本 2822-1

今和泉小学校 0993-25-2002 指宿市岩本 2739

指宿校区公民館 0993-25-4858 指宿市西方 2458

青戸小学校 0993-39-0001 南九州市頴娃町上別府 4541

青戸中学校 0993-39-0003 南九州市頴娃町上別府 4865-1

粟ヶ窪小学校 0993-36-0030 南九州市頴娃町牧之内 9444

粟ヶ窪地区公民館 0993-36-0167 南九州市頴娃町牧之内 9260

頴娃文化会館 0993-36-1110 南九州市頴娃町牧之内 2606

宮脇小学校 0993-36-0025 南九州市頴娃町牧之内 1476

宮脇地区公民館 0993-36-0166 南九州市頴娃町牧之内 5450


